
(57)【要約】

【課題】  大型の苗植機は、横巾が狭い走行車体の後に

、横巾が広い苗植装置を装着して、１行程で苗を多条に

移植するように構成されている。そのため、苗植装置の

横端が走行車体から著しく突出し、保管や輸送が不便で

ある。

【解決手段】  苗植機において、苗植フレーム３３の前

端下部に設けられた深さ調節軸４８及び側部フレーム３

５の下部に設けられて軸心が前記深さ調節軸４８に重な

る側部調節軸５０の回動調節により複数のフロート５７

の後端部と苗植フレーム３３・側部フレーム３５との間

隔が変わって苗の植込み深さが調節される構成とし、該

側部調節軸５０を深さ調節軸４８から分離できる構成に

し、苗植フレ－ム３３及び側部フレ－ム３５の後端から

斜後上にそれぞれ突出させた支持フレ－ム３９を苗載台

の傾斜に沿った第二の軸４２を介して連結して側部フレ

－ム３５を前記第二の軸４２回りに回動して苗植フレ－

ム３３の上に折りたたむ構成とした。

【選択図】      図４

JP 2005-270113 A 2005.10.6



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
前 上 り に 傾 斜 し た 苗 載 台 （ ２ ９ ） と 、 該 苗 載 台 （ ２ ９ ） 後 端 の 下 を 通 っ て 後 に の び る と 共
に 後 部 に 植 込 み 爪 （ ３ ８ ） が 設 け ら れ た 苗 植 フ レ ー ム （ ３ ３ ） と 、 該 苗 植 フ レ ー ム （ ３ ３
） の 左 右 側 部 に 配 置 さ れ 後 部 に 植 込 み 爪 （ ３ ８ ） が 設 け ら れ た 側 部 フ レ ー ム （ ３ ５ ） と 、
前 記 苗 植 フ レ ー ム （ ３ ３ ） 及 び 側 部 フ レ ー ム （ ３ ５ ） の 下 方 に 横 に 並 べ た 複 数 の フ ロ ー ト
（ ５ ７ ） と を 設 け た 苗 植 装 置 （ ２ ） を 走 行 車 体 （ １ ） に 装 着 し た 苗 植 機 に お い て 、 苗 載 台
（ ２ ９ ） の 外 側 部 を 該 苗 載 台 （ ２ ９ ） の 傾 斜 に 沿 っ た 第 一 の 軸 （ ３ １ ） 回 り に 回 動 し て 苗
載 台 （ ２ ９ ） の 上 に 折 り た た む 構 成 と す る と 共 に 、 苗 植 フ レ ー ム （ ３ ３ ） の 前 端 下 部 に 設
け ら れ た 深 さ 調 節 軸 （ ４ ８ ） 及 び 側 部 フ レ ー ム （ ３ ５ ） の 下 部 に 設 け ら れ て 軸 心 が 前 記 深
さ 調 節 軸 （ ４ ８ ） に 重 な る 側 部 調 節 軸 （ ５ ０ ） の 回 動 調 節 に よ り 上 記 複 数 の フ ロ ー ト （ ５
７ ） の 後 端 部 と 苗 植 フ レ ー ム （ ３ ３ ） ・ 側 部 フ レ ー ム （ ３ ５ ） と の 間 隔 が 変 わ っ て 苗 の 植
込 み 深 さ が 調 節 さ れ る 構 成 と し 、 該 側 部 調 節 軸 （ ５ ０ ） を 深 さ 調 節 軸 （ ４ ８ ） か ら 分 離 で
き る 構 成 に し 、 苗 植 フ レ － ム （ ３ ３ ） 及 び 側 部 フ レ － ム （ ３ ５ ） の 後 端 か ら 斜 後 上 に そ れ
ぞ れ 突 出 さ せ た 支 持 フ レ － ム （ ３ ９ ） を 前 記 第 一 の 軸 （ ３ １ ） と は 別 の 苗 載 台 （ ２ ９ ） の
傾 斜 に 沿 っ た 第 二 の 軸 （ ４ ２ ） を 介 し て 連 結 し て 側 部 フ レ － ム （ ３ ５ ） を 前 記 第 二 の 軸 （
４ ２ ） 回 り に 回 動 し て 苗 植 フ レ － ム （ ３ ３ ） の 上 に 折 り た た む 構 成 と し た 苗 植 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 １ 行 程 で 移 植 さ れ る 苗 の 横 巾 が 走 行 車 体 の 横 巾 よ り も 広 い 苗 植 機 に 関 す る
も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 大 型 の 苗 植 機 は 、 横 巾 が 狭 い 走 行 車 体 の 後 に 、 横 巾 が 広 い 苗 植 装 置 を 装 着 し て 、 １ 行 程
で 苗 を 多 条 に 移 植 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 そ の た め 、 苗 植 装 置 の 横 端 が 走 行 車 体 か ら
著 し く 突 出 し 、 保 管 や 輸 送 が 不 便 で あ る （ 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ２ ４ ５ ６ ０ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ を 解 消 す る た め 、 種 々 の 提 案 が 行 な わ れ て い る が 、 今 な お 充 分 で な い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 前 上 り に 傾 斜 し た 苗 載 台 （ ２ ９ ） と 、 該 苗 載 台
（ ２ ９ ） 後 端 の 下 を 通 っ て 後 に の び る と 共 に 後 部 に 植 込 み 爪 （ ３ ８ ） が 設 け ら れ た 苗 植 フ
レ ー ム （ ３ ３ ） と 、 該 苗 植 フ レ ー ム （ ３ ３ ） の 左 右 側 部 に 配 置 さ れ 後 部 に 植 込 み 爪 （ ３ ８
） が 設 け ら れ た 側 部 フ レ ー ム （ ３ ５ ） と 、 前 記 苗 植 フ レ ー ム （ ３ ３ ） 及 び 側 部 フ レ ー ム （
３ ５ ） の 下 方 に 横 に 並 べ た 複 数 の フ ロ ー ト （ ５ ７ ） と を 設 け た 苗 植 装 置 （ ２ ） を 走 行 車 体
（ １ ） に 装 着 し た 苗 植 機 に お い て 、 苗 載 台 （ ２ ９ ） の 外 側 部 を 該 苗 載 台 （ ２ ９ ） の 傾 斜 に
沿 っ た 第 一 の 軸 （ ３ １ ） 回 り に 回 動 し て 苗 載 台 （ ２ ９ ） の 上 に 折 り た た む 構 成 と す る と 共
に 、 苗 植 フ レ ー ム （ ３ ３ ） の 前 端 下 部 に 設 け ら れ た 深 さ 調 節 軸 （ ４ ８ ） 及 び 側 部 フ レ ー ム
（ ３ ５ ） の 下 部 に 設 け ら れ て 軸 心 が 前 記 深 さ 調 節 軸 （ ４ ８ ） に 重 な る 側 部 調 節 軸 （ ５ ０ ）
の 回 動 調 節 に よ り 上 記 複 数 の フ ロ ー ト （ ５ ７ ） の 後 端 部 と 苗 植 フ レ ー ム （ ３ ３ ） ・ 側 部 フ
レ ー ム （ ３ ５ ） と の 間 隔 が 変 わ っ て 苗 の 植 込 み 深 さ が 調 節 さ れ る 構 成 と し 、 該 側 部 調 節 軸
（ ５ ０ ） を 深 さ 調 節 軸 （ ４ ８ ） か ら 分 離 で き る 構 成 に し 、 苗 植 フ レ － ム （ ３ ３ ） 及 び 側 部
フ レ － ム （ ３ ５ ） の 後 端 か ら 斜 後 上 に そ れ ぞ れ 突 出 さ せ た 支 持 フ レ － ム （ ３ ９ ） を 前 記 第
一 の 軸 （ ３ １ ） と は 別 の 苗 載 台 （ ２ ９ ） の 傾 斜 に 沿 っ た 第 二 の 軸 （ ４ ２ ） を 介 し て 連 結 し
て 側 部 フ レ － ム （ ３ ５ ） を 前 記 第 二 の 軸 （ ４ ２ ） 回 り に 回 動 し て 苗 植 フ レ － ム （ ３ ３ ） の
上 に 折 り た た む 構 成 と し た 苗 植 機 と し た 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
  従 っ て 、 苗 植 装 置 ２ の 苗 載 台 ２ ９ 及 び 側 部 フ レ ー ム ３ ５ を 苗 移 植 作 業 状 態 と し 、 側 部 調
節 軸 ５ ０ を 深 さ 調 節 軸 ４ ８ に 連 結 し て お け ば 、 苗 植 フ レ ー ム ３ ３ と 該 苗 植 フ レ ー ム ３ ３ の
左 右 側 部 に 配 置 さ れ た 側 部 フ レ ー ム ３ ５ の 各 後 部 に 設 け ら れ た 植 込 み 爪 ３ ８ が 苗 載 台 ２ ９
に 載 せ た 苗 を 圃 場 に 移 植 し て 、 １ 行 程 で 、 走 行 車 体 １ の 横 巾 よ り も 著 し く 広 い 複 数 条 の 苗
の 移 植 作 業 が 行 え る 。 ま た 、 深 さ 調 節 軸 ４ ８ を 回 動 す る と 、 深 さ 調 節 軸 ４ ８ と 該 深 さ 調 節
軸 ４ ８ に 連 結 さ れ た 側 部 調 節 軸 ５ ０ と が 回 動 操 作 さ れ て 、 フ ロ ー ト ５ ７ の 後 端 部 と 苗 植 フ
レ ー ム ３ ３ ・ 側 部 フ レ ー ム ３ ５ の 間 隔 が 変 わ っ て 苗 の 植 込 み 深 さ が 調 節 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
  一 方 、 こ の 苗 植 機 を 倉 庫 に 収 納 す る と き や 移 動 さ せ る と き な ど に は 、 側 部 調 節 軸 ５ ０ を
深 さ 調 節 軸 ４ ８ か ら 分 離 し て 、 苗 載 台 ２ ９ の 外 側 部 を 該 苗 載 台 ２ ９ の 傾 斜 に 沿 っ た 第 一 の
軸 ３ １ 回 り に 回 動 し て 苗 載 台 ２ ９ の 上 に 折 り た た み 、 苗 植 フ レ － ム ３ ３ 及 び 側 部 フ レ － ム
３ ５ の 後 端 か ら 斜 後 上 に そ れ ぞ れ 突 出 さ せ た 支 持 フ レ － ム ３ ９ を 連 結 す る と 共 に 前 記 第 一
の 軸 ３ １ と は 別 の 苗 載 台 ２ ９ の 傾 斜 に 沿 っ た 第 二 の 軸 ４ ２ に よ り 、 側 部 フ レ ー ム ３ ５ を 回
動 し て 苗 植 フ レ ー ム ３ ３ の 上 に 折 り た た む と 、 簡 単 に 苗 植 装 置 ２ の 横 巾 が 狭 く な っ て 、 上
記 の 収 納 や 移 動 な ど が 簡 便 に 行 な わ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 よ っ て 、 側 部 調 節 軸 ５ ０ を 深 さ 調 節 軸 ４ ８ か ら 分 離 で き る た め 、 苗 載 台 ２ ９ の 外 側 部 と
側 部 フ レ ー ム ３ ５ と が 、 簡 便 に 折 り た た ま れ る の で 、 使 用 し な い と き に コ ン パ ク ト に な っ
て 収 納 や 移 動 な ど に 好 都 合 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
  つ ぎ に 、 こ の 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
  走 行 車 体 １ に 苗 植 装 置 ２ が 装 着 さ れ て 苗 植 機 と な っ て い る 。
  走 行 車 体 １ が つ ぎ の よ う に 構 成 さ れ て い る 。 フ レ ー ム ３ の 前 後 に 主 歯 車 箱 ４ と 後 輪 歯 車
箱 ５ が 設 け ら れ 、 そ れ ぞ れ の 外 側 に 前 輪 ６ ， ６ と 後 輪 ７ ， ７ が 配 置 さ れ て い る 。 エ ン ジ ン
８ が フ レ ー ム ３ の 上 に 設 け ら れ 、 そ の 動 力 が 主 歯 車 箱 ４ 内 の 変 速 機 な ど を 経 由 し て 前 輪 ６
， ６ と 後 輪 ７ ， ７ に 伝 わ り 、 こ れ ら が 水 田 の 耕 盤 上 で 回 転 し て 走 行 車 体 １ が 進 行 す る よ う
に 出 来 て い る 。 操 縦 席 ９ が エ ン ジ ン ８ の 上 に 設 け ら れ 、 そ の 前 の ハ ン ド ル フ レ ー ム １ ０ の
上 に ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル １ １ が 設 け ら れ 、 こ れ で 前 輪 ６ ， ６ が 操 舵 さ れ て 走 行 車 体 １ の
進 行 方 向 が 変 わ る よ う に な っ て い る 。 支 柱 １ ２ ， １ ２ が ハ ン ド ル フ レ ー ム １ ０ の 両 横 に 設
け ら れ 、 そ れ ぞ れ に ５ 個 の 棚 １ ３ ， １ ３ ， … … が 取 付 け ら れ て い る 。 そ れ ぞ れ の 棚 １ ３ に
は 、 広 さ が ３ ０ ｃ ｍ × ６ ０ ｃ ｍ 程 度 の 予 備 の マ ッ ト 苗 （ 又 は マ ッ ト 苗 が 入 っ た 苗 箱 ） の ４
枚 が 前 後 左 右 に 並 ん で 載 る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 棚 １ ３ は 、 左 右 が 中 央 の
軸 の 回 り に 回 動 し て 折 り た た ま れ る よ う に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
  補 助 席 １ ６ を 、 図 １ 、 図 ２ の よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 な お 、 こ れ は 要 点 で は な い
の で 、 図 ３ に は 記 載 し て い な い 。 す な わ ち 、 支 柱 １ ４ が 操 縦 席 ９ の 後 で フ レ ー ム ３ か ら 上
に 伸 び 、 １ 対 の レ ー ル １ ５ ， １ ５ が 横 長 に 固 定 さ れ て い る 。 補 助 席 １ ６ が レ ー ル １ ５ ， １
５ に 移 動 自 在 に 取 付 け ら れ て い る 。 ラ ッ ク １ ７ が レ ー ル １ ５ ， １ ５ の 間 に 設 け ら れ 、 補 助
席 １ ６ に 設 け ら れ た モ ー タ １ ８ の ピ ニ オ ン が こ れ に 咬 ん で い る 。 ス テ ッ プ １ ９ が 補 助 席 １
６ か ら 後 に 突 出 し 、 そ の 上 に ペ タ ル ２ ０ が 取 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 補 助 席 １ ６ に 乗 っ
た 補 助 者 が 踏 ん で ペ タ ル ２ ０ を 左 に 傾 け る と 、 モ ー タ １ ８ が 回 転 し て 補 助 席 １ ６ が 左 に 移
動 し 、 ペ タ ル を 右 に 傾 け る と モ ー タ １ ８ が 逆 転 し て 補 助 席 １ ６ が 右 に 移 動 す る よ う に 出 来
て い る 。 補 助 席 １ ６ の 上 部 の シ ー ト 部 を 縦 軸 の 回 り に 回 動 す る よ う に 設 け る と 、 予 備 の マ
ッ ト 苗 を 棚 １ ３ か ら 取 っ て 後 記 の 苗 載 台 ２ ９ に 補 給 す る 動 作 が 円 滑 に 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
  支 柱 ２ １ が フ レ ー ム ３ の 後 部 か ら 上 に 伸 び 、 上 下 に 平 行 な １ 対 の リ ン ク ２ ２ ， ２ ２ の 前
後 の 両 端 が こ れ と 後 の 縦 枠 ２ ３ に 回 動 自 在 に 取 付 け ら れ て い る 。 油 圧 シ リ ン ダ ２ ４ の 前 端
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が フ レ ー ム ３ に 取 付 け ら れ 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ２ ５ が こ れ か ら 斜 後 上 に 伸 び 、 上 の リ ン ク ２
２ と 一 体 の ア ー ム ２ ６ の 下 端 と そ の 突 端 が 接 続 し て い る 。 そ し て 、 ポ ン プ か ら 吐 出 し た 油
が 昇 降 弁 ８ ２ （ 図 ９ ） の 切 り 替 え で 油 圧 シ リ ン ダ ２ ４ に 供 給 さ れ る と 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ２
５ が 突 出 し て 縦 枠 ２ ３ が 上 昇 し 、 そ の 油 が タ ン ク に 戻 る と 、 縦 枠 ２ ３ が 下 降 す る よ う に な
っ て い る 。 周 知 の よ う に 、 こ の 昇 降 弁 ８ ２ の 作 動 は 、 操 縦 席 ９ の 左 横 の 昇 降 レ バ ー の 操 作
で 人 為 的 に 行 な わ れ る と と も に 、 後 記 の セ ン サ フ ロ ー ト ５ ７ の 作 動 で 自 動 的 に 行 な わ れ る
。 そ し て 、 昇 降 レ バ ー の 操 作 で 縦 枠 ２ ３ が 下 降 し 、 セ ン サ フ ロ ー ト ５ ７ が 泥 面 に 接 触 し た
の ち は 、 セ ン サ フ ロ ー ト ５ ７ の 先 端 の 上 下 動 で 自 動 的 に 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
  苗 植 装 置 ２ が つ ぎ の よ う に 構 成 さ れ て い る 。 苗 植 歯 車 箱 ２ ７ が 縦 枠 ２ ３ の 下 部 に ロ ー リ
ン グ 軸 ２ ８ で 揺 動 自 在 に 取 付 け ら れ て い る 。 前 上 り に 傾 斜 し た 苗 載 台 ２ ９ が 苗 植 歯 車 箱 ２
７ の 上 に 配 置 さ れ て 左 右 に 移 動 自 在 に 取 付 け ら れ て い る 。 こ の 苗 載 台 ２ ９ は 、 前 後 方 向 の
仕 切 壁 で ２ ９ － １ ， ２ ９ － ２ ， … … ２ ９ － １ ０ の １ ０ 個 に 区 画 さ れ て そ れ ぞ れ に 前 記 の マ
ッ ト 苗 が 縦 長 に 載 る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 こ の 苗 載 台 ２ ９ は 、 区 画 ２ ９ － ２ と ２ ９ －
３ お よ び ２ ９ － ８ と ２ ９ － ９ の 接 す る 壁 板 ３ ０ － ２ ， ３ ０ － ３ ， ３ ０ － ８ ， ３ ０ － ９ が 上
に 伸 び 、 そ れ ぞ れ の 上 端 が 苗 載 台 ２ ９ の 傾 斜 に 沿 っ た 軸 ３ １ ， ３ １ で 回 動 自 在 に 設 け ら れ
て い る 。 そ し て 、 使 用 し な い と き 、 区 画 ２ ９ － １ ， ２ ９ － ２ お よ び 区 画 ２ ９ － ９ ， ２ ９ －
１ ０ が 軸 ３ １ ， ３ １ の 回 り に １ ８ ０ 度 回 動 し て 折 り た た ま れ る よ う に 出 来 て い る （ 図 ３ ）
。 ま た 、 補 助 台 ２ ９ ａ が そ の 前 端 に 折 り た た み 自 在 に 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
  １ 対 の ス リ ー ブ ３ ２ ， ３ ２ が 苗 植 歯 車 箱 ２ ７ の 左 右 に 固 定 さ れ （ 図 ４ 、 図 ５ ） 、 平 行 に
設 け た ３ 本 の 苗 植 フ レ ー ム ３ ３ ， ３ ３ ， ３ ３ が こ れ ら か ら 苗 載 台 ２ ９ の 後 端 の 下 を 通 っ て
後 に 伸 び て い る 。 断 面 が Ｌ 型 を し た 苗 受 板 ３ ４ が 苗 載 台 ２ ９ の 後 端 を 塞 ぐ よ う に し て 苗 植
フ レ ー ム ３ ３ ， ３ ３ ， ３ ３ に 取 付 け ら れ て い る 。 な お 、 苗 受 板 ３ ４ の 両 横 は 、 分 割 板 ３ ４
ａ ， ３ ４ ａ で 構 成 さ れ て 内 側 の 苗 受 板 ３ ４ に 対 し て 縦 軸 回 り に 回 動 （ 図 ３ ） 又 は 着 脱 自 在
に 設 け ら れ て い る 。 １ 対 の 側 部 フ レ ー ム ３ ５ ， ３ ５ が 左 右 の 苗 植 フ レ ー ム ３ ３ ， ３ ３ の 後
端 部 の 外 側 に 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 横 軸 ３ ６ ， ３ ６ … … の 両 端 に 回 転 ケ ー ス ３ ７ ， ３ ７ が
固 定 さ れ て い る 。 １ 対 の 植 込 み 爪 ３ ８ ， ３ ８ が そ れ ぞ れ の 回 転 ケ ー ス ３ ７ に 設 け ら れ 、 回
転 ケ ー ス ３ ７ が 横 軸 ３ ６ で 回 さ れ る と 、 そ の 中 の 遊 星 歯 車 に よ り 、 同 じ よ う な 姿 勢 を 保 っ
て 旋 回 し 、 下 降 の 初 期 に 苗 受 板 ３ ４ 又 は 分 割 板 ３ ４ ａ ， ３ ４ ａ の 苗 取 口 を 通 過 し て 苗 載 台
２ ９ か ら 突 出 し て い る マ ッ ト 苗 の 端 か ら １ 株 分 の 苗 欠 ぎ 取 り 、 下 端 で 圃 場 に 移 植 す る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
  支 持 フ レ ー ム ３ ９ ， ３ ９ ， … … が 左 右 の 苗 植 フ レ ー ム ３ ３ ， ３ ３ の 後 端 と 側 部 フ レ ー ム
３ ５ ， ３ ５ か ら 斜 後 上 に 突 出 し て い る 。 対 向 し て い る １ 対 の 支 持 フ レ ー ム ３ ９ ， ３ ９ ， …
… の 上 端 か ら 内 ス リ ー ブ ４ ０ ， ４ ０ お よ び 外 ス リ ー ブ ４ １ ， ４ １ が 外 向 き お よ び 内 向 き に
突 出 し 、 そ れ ぞ れ の 端 が 、 苗 載 台 ２ ９ の 傾 斜 に 沿 っ た 斜 の 軸 ４ ２ ， ４ ２ ， … … の 回 り に 回
動 し 、 側 部 フ レ ー ム ３ ５ ， ３ ５ が ９ ０ 度 上 に 折 り た た ま れ る よ う に な っ て い る 。 そ の 詳 細
は 、 図 ６ の よ う に 、 外 ス リ ー ブ ４ １ の 内 端 に 設 け た 段 部 ４ １ ａ が 内 ス リ ー ブ ４ ０ の 外 端 に
嵌 入 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。 前 記 の 軸 ４ ２ ， ４ ２ が 内 ス リ ー ブ ４ ０ 端 に 固 定 さ れ 、 支
持 板 ４ ３ ， ４ ３ の 内 端 部 が こ れ に 回 動 自 在 に 取 付 け ら れ て い る 。 支 持 板 ４ ３ ， ４ ３ の 外 端
部 の 長 孔 ４ ３ ａ ， ４ ３ ａ ， … … に 通 し た ボ ル ト ４ ４ ， ４ ４ ， … … で 外 ス リ ー ブ ４ １ が 左 右
に 移 動 で き る よ う に 設 け ら れ 、 フ ッ ク ４ ５ ， ４ ５ に リ ン グ ４ ６ ａ ， ４ ６ ａ を 掛 け て 止 め 具
４ ６ ， ４ ６ を 折 り た た む と 、 支 持 板 ４ ３ ， ４ ３ が 左 に 引 き 寄 せ ら れ る よ う に 出 来 て い る 。
そ の た め 、 止 め 具 ４ ６ ， ４ ６ を 起 し て リ ン グ ４ ６ ａ ， ４ ６ ａ を フ ッ ク ４ ５ ， ４ ５ か ら 外 し
、 外 ス リ ー ブ ４ １ を 外 に 引 い て 段 部 ４ １ ａ を 内 ス リ ー ブ ４ ０ か ら 外 し た の ち 、 外 ス リ ー ブ
４ １ 又 は 側 部 フ レ ー ム ３ ５ を 引 き 上 げ る 。 す る と 、 こ れ ら が 軸 ４ ２ ， ４ ２ の 回 り に 回 動 し
て 折 り た た ま れ る 。 元 に 戻 す と 、 図 ６ の よ う に な っ て 内 ス リ ー ブ ４ ０ と 外 ス リ ー ブ ４ １ が
強 固 に 固 定 さ れ て 一 体 化 す る 。 ば ね ４ ７ （ 図 ４ ） が 内 ス リ ー ブ ４ ０ と 外 ス リ ー ブ ４ １ 間 に
設 け ら れ 、 折 り た た ま れ た 側 部 フ レ ー ム ３ ５ ， ３ ５ が こ れ で 引 き 寄 せ ら れ て そ の 姿 勢 を 保
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つ よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
  深 さ 調 節 軸 ４ ８ （ 図 ４ ） が 苗 植 フ レ ー ム ３ ３ の 前 端 下 腹 部 に 取 付 け ら れ 、 オ ペ レ ー タ の
レ バ ー （ 図 示 し て い な い ） 操 作 で 回 動 す る よ う に な っ て い る 。 １ 対 の 補 助 フ レ ー ム ４ ９ ，
４ ９ が 側 部 フ レ ー ム ３ ５ ， ３ ５ か ら 前 に 突 出 し 、 軸 心 が 前 記 の 深 さ 調 節 軸 ４ ８ に 重 な っ た
側 部 調 節 軸 ５ ０ ， ５ ０ が こ れ に 回 動 自 在 に 取 付 け ら れ て い る 。 角 軸 ５ １ ， ５ １ が 側 部 調 節
軸 ５ ０ ， ５ ０ に 左 右 に 移 動 自 在 に 取 付 け ら れ 、 内 向 き に 移 動 す る と 、 そ れ ぞ れ の 内 端 が 深
さ 調 節 軸 ４ ８ の 外 端 に 係 合 し 、 こ れ と 側 部 調 節 軸 ５ ０ ， ５ ０ が 合 体 す る よ う に 出 来 て い る
。 操 作 杆 ５ ２ ， ５ ２ が 側 部 調 節 軸 ５ ０ ， ５ ０ に 左 右 に 移 動 自 在 に 取 付 け ら れ 、 こ れ と 角 軸
５ １ ， ５ １ が 連 杆 ５ ３ ， ５ ３ で 連 結 さ れ て い る 。 操 作 杆 ５ ２ ， ５ ２ は 、 ば ね ５ ４ ， ５ ４ で
外 に 引 か れ て 、 ノ ブ ５ ５ ， ５ ５ で 回 さ れ る よ う に 出 来 、 そ れ ぞ れ の 内 端 が 、 深 さ 調 節 軸 ４
８ と 一 体 の ナ ッ ト ５ ６ ， ５ ６ に ね じ 込 ま れ て い る 。 そ の た め 、 図 ４ に お い て 、 ノ ブ ５ ５ を
回 し て ナ ッ ト ５ ６ か ら 操 作 杆 ５ ２ を 抜 き 離 す と 、 こ の 操 作 杆 ５ ２ が ば ね ５ ４ で 引 か れ て 更
に 外 に 移 動 し 、 角 軸 ５ １ の 内 端 が 深 さ 調 節 軸 ４ ８ の 外 端 か ら 離 れ 、 側 部 調 節 軸 ５ ０ が 深 さ
調 節 軸 ４ ８ か ら 分 離 す る 。 な お 、 こ れ を 逆 に 操 作 す る と 、 こ れ ら が 図 ４ の よ う に 合 体 す る
。 側 部 フ レ ー ム ３ ５ ， ３ ５ の 前 記 の 折 り た た み は 、 こ れ ら を 分 離 し た の ち に 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
  横 に 並 ん だ ５ 個 の フ ロ ー ト ５ ７ ， ５ ７ ， … … が そ れ ぞ れ の 苗 植 フ レ ー ム ３ ３ ， ３ ３ ， ３
３ お よ び 側 部 フ レ ー ム ３ ５ ， ３ ５ の 下 に 配 置 さ れ て い る 。 深 さ 調 節 軸 ４ ８ お よ び 側 部 調 節
軸 ５ ０ ， ５ ０ か ら ア ー ム ５ ８ ， ５ ８ ， … … が 斜 後 下 に 伸 び 、 そ れ ぞ れ の 突 端 と フ ロ ー ト ５
７ ， ５ ７ ， … … の 後 部 が 横 軸 で 連 結 さ れ 、 走 行 車 体 １ が 前 進 す る と 、 そ の 横 軸 回 り に 揺 動
し な が ら 泥 面 を 滑 走 す る よ う に 出 来 て い る 。 深 さ 調 節 軸 ４ ８ が 回 動 す る と 、 ア ー ム ５ ８ ，
５ ８ ， … … の 後 端 が 上 下 し 、 フ ロ ー ト ５ ７ ， ５ ７ ， … … の 後 端 部 と フ レ ー ム ３ ３ ， ３ ３ ，
３ ３ ， ３ ５ ， ３ ５ の 間 隔 が 変 り 、 苗 の 植 込 み 深 さ が 調 節 さ れ る 。 中 央 の フ ロ ー ト ５ ７ が セ
ン サ フ ロ ー ト と な り 、 こ れ か ら の 入 力 で 、 前 記 の 昇 降 弁 ８ ２ が 自 動 的 に 作 動 す る よ う に 出
来 て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
  苗 植 装 置 ２ の 動 力 伝 達 経 路 が 図 ５ の よ う に 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 エ ン ジ ン ８ の 動
力 が 入 力 軸 ５ ９ か ら 主 軸 ６ ０ に 伝 わ っ て い る 。 そ の 動 力 は 、 変 速 機 ６ １ を 経 由 し て リ ー ド
カ ム 軸 ６ ２ に 到 達 し 、 こ れ の 回 転 で 横 移 動 棒 ６ ３ が 左 右 に 往 復 移 動 し 、 苗 載 台 ２ ９ が 左 右
に 往 復 駆 動 さ れ る よ う に 出 来 て い る 。 歯 輪 ６ ４ ， ６ ４ ， ６ ４ が 主 軸 ６ ０ に 設 け ら れ 、 苗 植
フ レ ー ム ３ ３ ， ３ ３ ， ３ ３ の 横 軸 ３ ６ ， ３ ６ ， ３ ６ に 歯 輪 ６ ５ ， ６ ５ ， ６ ５ が 固 定 さ れ 、
対 応 す る そ れ ぞ れ の １ 対 に チ エ ン ６ ６ ， ６ ６ ， ６ ６ が 巻 き 掛 け ら れ て い る 。 そ の 外 側 の 横
軸 ３ ６ ， ３ ６ に 歯 輪 ６ ７ ， ６ ７ が 固 定 さ れ 、 内 ス リ ー ブ ４ ０ ， ４ ０ 内 の 内 軸 ６ ８ ， ６ ８ の
内 端 に 歯 輪 ６ ９ ， ６ ９ が 固 定 さ れ 、 対 応 す る そ れ ぞ れ の １ 対 に チ エ ン ７ ０ ， ７ ０ が 巻 き 掛
け ら れ て い る 。 ば ね ７ １ ， ７ １ で 外 側 に 押 さ れ た 爪 ７ ２ ａ ， ７ ２ ａ が 内 軸 ６ ８ ， ６ ８ の 外
端 に 設 け ら れ 、 外 ス リ ー ブ ４ １ ， ４ １ 内 の 外 軸 ７ ３ ， ７ ３ に 固 定 さ れ た 爪 ７ ２ ｂ ， ７ ２ ｂ
が こ れ に 咬 ん で い る （ 図 ６ ） 。 爪 ７ ２ ａ ， ７ ２ ａ と 爪 ７ ２ ｂ ， ７ ２ ｂ は 、 ス リ ー ブ ４ １ ，
４ １ が 外 側 に 移 動 す る と 、 そ の 咬 み 合 が 離 れ る 軸 継 手 ７ ２ ， ７ ２ に 構 成 さ れ て い る 。 歯 輪
７ ４ ， ７ ４ が 外 軸 ７ ３ ， ７ ３ の 外 端 に 固 定 さ れ 、 外 側 の 横 軸 ３ ６ ， ３ ６ に 歯 輪 ７ ５ ， ７ ５
が 固 定 さ れ 、 対 応 す る そ れ ぞ れ の １ 対 の チ エ ン ７ ６ ， ７ ６ が 巻 き 掛 け ら れ 、 主 軸 ６ ０ の 回
転 で そ れ ぞ れ の 横 軸 ３ ６ ， ３ ６ ， … … が 、 回 転 ケ ー ス ３ ７ ， ３ ７ ， … … を 、 図 １ で 反 時 計
方 向 に 回 す よ う に 出 来 て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
  フ ロ ー ト ５ ７ に 抵 抗 杆 ７ ７ が 、 そ の 先 を 泥 土 に 突 入 さ せ て モ ー タ ７ ８ で 駆 動 さ れ る よ う
に 設 け ら れ て い る （ 図 ７ ， 図 ８ ） 。 モ ー タ ７ ８ の 電 流 値 ７ ９ が 制 御 装 置 ８ ０ に 入 力 さ れ 、
走 行 車 体 １ か ら 入 力 さ れ た 車 速 値 ８ １ の 両 者 で 、 フ ロ ー ト ５ ７ が 泥 走 し て い る 泥 土 の 硬 軟
を 判 断 す る よ う に な っ て い る （ 図 ９ ） 。 制 御 装 置 ８ ０ は 、 セ ン サ フ ロ ー ト ５ ７ か ら の 入 力
で 昇 降 弁 ８ ２ に 出 力 し 、 泥 面 を 滑 走 し て い る セ ン サ フ ロ ー ト ５ ７ の 先 端 が 上 り 過 ぎ る と 、
油 圧 シ リ ン ダ ２ ４ に 油 を 送 っ て 苗 植 装 置 ２ を 上 げ 、 そ の 先 端 が 下 り 過 ぎ る と 、 油 圧 シ リ ン
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ダ ２ ４ 内 の 油 を タ ン ク に 戻 し て 苗 植 装 置 ２ を 下 げ る よ う に 出 来 て い る 。 そ し て 、 前 記 の 泥
土 の 硬 軟 の 判 断 に よ り 、 泥 土 が 「 硬 い 」 と 判 断 し た と き は 、 苗 植 装 置 ２ の 昇 降 制 度 に お け
る 感 知 感 度 が 鈍 感 に な り 、 泥 土 が 「 柔 い 」 と 判 断 し た と き は 、 逆 に 感 知 感 度 が 敏 感 に な る
よ う に 、 例 え ば セ ン サ ー フ ロ ー ト ５ ７ の 前 後 傾 斜 の 制 御 目 標 値 を 補 正 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
  図 １ ０ ， 図 １ １ の よ う に 、 外 側 の 苗 植 フ レ ー ム ３ ３ の 後 部 に 筒 ８ ３ を 上 向 き に 固 定 し 、
外 ス リ ー ブ ４ １ を 内 側 に 延 長 し て 内 端 に 筒 ８ ４ を 下 向 き に 固 定 し 、 筒 ８ ３ ， ８ ４ を 回 動 自
在 に 重 ね て 設 け る 。 そ し て 、 苗 植 フ レ ー ム ３ ３ 内 の 回 転 を 筒 ８ ３ ， ８ ４ 内 の 歯 車 や 軸 な ど
で 側 部 フ レ ー ム ３ ５ の 横 軸 ３ ６ に 伝 え る よ う に 構 成 す る 。 す る と 、 使 用 し な い と き 、 外 側
の 回 転 ケ ー ス ３ ７ ， ３ ７ や フ ロ ー ト ５ ７ な ど が 、 筒 ８ ３ の 回 り に 回 動 し 、 図 １ ０ の 鎖 線 の
よ う に 折 り た た ま れ 、 苗 植 装 置 ２ の 横 巾 が 狭 く な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 を 施 し た 苗 植 機 の 側 面 図
【 図 ２ 】 そ の 平 面 図
【 図 ３ 】 そ の 苗 植 装 置 の 両 端 を 折 り た た ん だ 平 面 図
【 図 ４ 】 そ の １ 部 の 平 面 図
【 図 ５ 】 そ の １ 部 の 伝 動 機 構 図
【 図 ６ 】 そ の １ 部 の 拡 大 し た 切 断 平 面 図
【 図 ７ 】 そ の フ ロ ー ト の 平 面 図
【 図 ８ 】 そ の 平 面 図
【 図 ９ 】 そ の 昇 降 装 置 の ブ ロ ッ ク 回 路 図
【 図 １ ０ 】 他 の 苗 植 装 置 の １ 部 の 平 面 図
【 図 １ １ 】 そ の 側 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
  １ ： 走 行 車 体 、 ２ ： 苗 植 装 置 、 ２ ９ ： 苗 載 台 、 ３ １ ： 軸 、 ３ ３ ： 苗 植 フ レ ー ム 、 ３ ５ ：
側 部 フ レ ー ム 、 ３ ８ ： 植 込 み 爪 、 ３ ９ ： 支 持 フ レ － ム 、 ４ ２ ： 軸 、 ４ ８ ： 深 さ 調 節 軸 、 ５
０ ： 側 部 調 節 軸 、 ５ ７ ： フ ロ ー ト

10

20

(6) JP 2005-270113 A 2005.10.6



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(7) JP 2005-270113 A 2005.10.6



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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